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１ 単元名 わり算のしかたを考えよう （わり算の筆算） 
 
２ 指導の立場 
 

本単元の目標と「学習指導要領」との関連，及び既習内容とのかかわり 
単 元 の 目 標 学 習 指 導 要 領 

数の相対的な大きさや既習の計算のしかた
をもとに，２，３，４位数÷ １位数の計算方
法を進んでみいだそうとする。 

（算数への関心・意欲・態度） 
 

・２，３，４位数÷ １位数の計算のしかたを，
既習の計算方法をもとにして考える。 
・何倍かを求めたり，１とみる大きさを求め
たりするときにも除法が用いられることを数
直線を用いて考える。（数学的な考え） 
 
・２，３，４位数を１位数でわる筆算の手順
に基づいて，計算が筆算で確実にできる。 
・「除数×商＋あまり＝被除数」の関係を用
いて，除法の計算の確かめをすることができ
る。    （数量や図形についての技能） 
 
・整数の除法において，被除数，除数，商及
びあまりの間の関係について理解する。 

（数量や図形についての知識・理解） 

（Ａ（３）） 
 整数の除法についての理解を深め，その計算

が確実にできるようにし，それを適切に用いる

能力を伸ばす。 
 ア 除数が１位数や２位数で被除数が２位数

や３位数の場合の計算の仕方を考え，それらの

計算が基本的な計算を基にしてできることを理

解すること。また，その筆算の仕方について理

解すること。 
 イ 除法の計算が確実にでき，それを適切に

用いること。 
 ウ 除法について，被除数，除数，商及び余

りの間の関係を調べ，次の式にまとめること。 
（被除数）＝（除数）×（商）＋（余り） 

 
本単元でわり算の筆算を学習する。既習のかけ算九九１回適用のわり算をもとに，徐々に被除数 
の数範囲を拡張していく。本単元では、除数が１位数のわり算を扱う。 
３年生で，６３÷ ３のように九九１回適用の範囲を超えても計算ができるように学習してきた。 
習得してきたことをもとに活用の範囲を広げてきた。 
４年生では，７２÷ ３といった十の位の数がわりきれない除法の学習から展開される。 
これは，６３÷ ３を十の位と一の位に分けて考えれば計算できると理解した児童にとっては，被除 
数を７０と２に分けてしまい，どうしたらよいかわからなくなる。このような困難さをともなった 
計算から導入し，徐々に被除数の数範囲を２位数から３位数というように広げ，筆算で形式的に処 
理するよさを味わせるようにする。 

  本時では，９１７÷ ３の計算を扱う。商の十の位に空位の０がある筆算である。３０５を３５と 
計算することも考えられるので筆算の手順に従った計算の仕方を確認することができる。 
４年生は、１学級４０人の２学級である。そこで、算数の学習では，１学級を習熟度別の「ゆっく

りどんどん」「じっくり」「じっくりじっくり」の３コースに分けた少人数指導を行っている。本時の筆

算の仕方を考えることも「ゆっくりどんどん」「じっくり」では途中を省略してもかまわないことを理

解させていく。「じっくりじっくり」は，十の位が空位の場合の筆算ができるようにする。 



  は商の一の位が空位になる場合を扱い，「ゆっくりどんどん」では自分の力だけで計算させる。 
「じっくり」では、自分で考えその後みんなで確認していく。「じっくりじっくり」では、みんなで確

認しながら計算する。課題に対する本時のまとめを行い，本時の学習の確かめとして    問題に取

り組む。 
 ４年生の児童は，明るく自分の思いや考えを堂々と発言する児童が多い。一方で，やや雑な面もある。 
そこで、本単元では特にノートの使い方に気を付けていく。１マス１つの数字を記入し，余裕をもって

ノートに記入し，位に気を付けて計算できるようにする。 
「じっくりじっくり」は、ノートに筆算を記入する時間を少しで短縮するためにも式と筆算の枠をあ

らかじめ記入したプリントを活用していく。 
  筆算の「たてるーかけるーひくーおろす」のアルゴリズムを確実に定着させるように指導していく。

また，用語としてわり算の答えは、「商」であることも定着させる。 
 
３ 研究内容にかかわって 

基礎的・ 基本的な知識・技能の習得及び思考力・表現力を育てる指導のありかた 
～算数科・生活単元の学習を通して～ 

研究内容１・・基礎的・基本的な知識・技能が身に付く単元指導計画の工夫 
       ①算数的価値の位置づけ 
       ②知識・技能を習得場の位置づけ 

（練習問題・発展問題等の位置づけ） 
       ③教えることと考えさせることの明確化 
研究内容２・・思考力・表現力を育てる１単位時間の指導と評価の工夫 
       ①1単位時間の学習過程の工夫 
       ・無駄のない導入 
       ・必然のある課題 
       ・練習問題の位置づけ 
       ・評価規準の明確化 
       ②少人数指導の工夫 
       ③考えを深める交流のあり方 
研究内容３・・既習学習の学習を生かす学習環境の工夫 
       ①話し方・聞き方の指導 
       ・筋道立てて説明する 
       ・分からないことが言える 
       ・仲間の考えを聞く 
       ②ノート指導 
       ・学年の発達段階に応じたノート指導のあり方 
       ③ノート展 

 
研究内容１ ②  

      単位時間の中で、  問題「７８３÷ ６」と    の網掛け問題「６３９÷ ６」と「５２２÷ ４」 
はどのコースでも必ず扱い、技能の定着を図る。 
研究内容２ ① 

どのコ―スも練習問題ができるように，導入・課題で無駄な時間がないようにする 
ゆっくりどんどん・じっくり・・・導入時間の短縮，「考えをもつ」では効率よく行い，  問題 

では時間を決めて行う。 
じっくりじっくり・・前時の復習から本時の問題，課題へとつなげる。「考えをもつ」「深める」 

では，一斉指導によるスモールステップで指導し時間短縮をする。 
   ② 
ゆっくりどんどん・・練習問題が、全部できるように指導をしていく。 
じっくり・・・・・・練習問題が半分はできるように指導をしていく。 
じっくりじっくり・・計算の仕方をスモールステップで指導していく。 



５ 単元指導計画   （全１１時間） 
 
小単元 時 本時のねらい 主 な 学 習 活 動 評 価 規 準 

１ 
（２位数）÷
（１位数）のわり
きれる場合の計
算ができる。 

１．問題を理解する。 
７２まいのおり紙を３人で同じ数ずつ分けま
す。１人分は何まいになるでしょう。 

・式を考える。 
２．課題をつかむ。 

（何十何）÷ 何の計算のしかたを考えよう。 
３．自分の考えをもつ。 
  ・図をかいて考える。 
・位の部屋を用いて考える。  
・言葉で考えを書く。 
４．考えを交流する。  
 ・筆算のしかたを知る。  
 ・たてる、かける、ひく、おろすの筆算の手順を確かめる。 
５．問題２を提示する。  

 ８４÷ ４を筆算で計算しよう。 
６．まとめる。 

１０がいくつ分あるかを考えれば，今までと
同じようにわり算の答えを求めることができ
る。 

７．確かめる。★【Ｐ．１１５】の計算練習問題を与える。 
    （じっくり） 
・１０のまとまり６つ分を３
つに分けることから、６
÷ ３で考える。 

（どんどん） 
・何百を割る計算も同様に考
える。 

 
８．振り返る。 

＜関心・意欲・態度＞ 

  何十の割り算を
硬貨や図などを使
って考えている。 

 

＜知識・理解＞ 

  何十・何百を１位
数でわる除法の計
算原理や方法が分
かる。 

２
け
た
÷
１
け
た
の
計
算 

２ 
 
（２位数）÷
（１位数）であま
りのある場合の
筆算のしかたが
分かり，計算がで
きる。 

 
１．問題を理解する。 

６７÷ ４の計算のしかたを考えましょう。 
  ・６７÷ ４はわりきれないぞ。 
  ・どうやって筆算をするのだろう。 
２．課題をつかむ。 

あまりのあるわり算の筆算のしかたを知ろう。 
３．考えを交流する。  
あまりのある筆算のしかたについて知る。 
・商とわる数，わられる数との関係を知る。  
・わる数×商＝わられる数  
・わる数×商＋あまり＝わられる数 
４．問題２を提示する。  

８３÷ ５の筆算をしましょう。 
５．まとめる。 

 あまりのあるわり算の筆算も，大きな位からわ
り進んでいけばよい。 

６．確かめる。★【Ｐ．１１６】の計算練習問題を与える。 
    （じっくり） 
・類題（筆算）に取り組む。 

（どんどん） 
・より多くの類題(筆算)に取
り組み,習熟を図る。 

７．振り返る。 

＜知識･理解＞ 
何百何十を１位数
でわる除法の計算
原理や方法が分か
る。 

 
＜技能＞ 
 
あまりのある除法
の筆算の計算がで
きる。 

 

 



 
 

３ 
（２位数）÷
（１位数）であま
りがあり，末尾が
０のとき，工夫し
て筆算をするこ
とができる。 

１．問題を理解する。 
８２÷ ４の筆算のしかたを比べよう。 

  ・８２÷ ４はわりきれないぞ。 
  ・何が違うのかな。 

 
２．課題をつかむ。 

一の位が０になるときの簡単な筆算のしかた
を考えよう。 

３．自分の考えをもつ。  
  ・つばさ君の方が簡単にできるな。   
４．考えを交流する。  
４．問題２を提示する。  

４１÷ ２の筆算をしましょう。 
５．まとめる。 

 一の位が０になるときは，そのままあまりと
すればよい。 

６．確かめる。★【Ｐ．１１６】の計算練習問題を与える。 
    （じっくり） 
・類題（筆算）に取り組む。 

（どんどん） 
・わられる数が３けたのわり
算のしかたを考える。 

７．振り返る。 

 
 
＜技能＞ 

 末尾が０になり，あ
まりのある筆算を工
夫して計算できる。 

（
２
け
た) ÷

（
１
け
た)

の
計
算 

４ 
何百÷ 何を 100
のいくつ分に
目をつけて答
えを見つける
とともに，３位
数÷ １位数を
位ごとに計算
すればよいこ
とに気付き，筆
算のしかたを
理解する。 

１．問題を理解する。 
次のわり算をしよう。 
①６００÷ ３     ②６３９÷ ３ 

   ・３けたのわり算は初めてだな。 
２．課題をつかむ。 

 ３けた÷ １けたの答えの見つけ方を考えよ
う。 

３．自分の考えをもつ。 
   ・６００を，１００のまとまりが６つ分として考える。 
・ ６３９÷ ３→６００÷ ３＝２００ 

           ３０÷ ３＝１０ 
            ９÷ ３＝３    
４．考えを交流する。  
５．筆算のしかたを知る。 
６．問題２を提示する。  

４４６÷ ２ 

７．まとめる。 
 ３けた÷ １けたの筆算も位ごとに計算して
いけばよい。 

６．確かめる。★【Ｐ．１１６】の計算練習問題を与える。 
   （じっくり）    
・筆算の手順を確かめな
がら計算する。 
・類題に取り組む。 
７．振り返る。 

（どんどん） 
・答えの確かめ方を確認
する。 
・類題に取り組む。 

 

＜数学的な考え方＞ 
既習の除法の手順
と同じに計算でき
ると考える。 

 
 
 ＜知識・理解＞ 
商やあまりの間に
成り立つ関係を理
解することができ
る。 

  

（
３
け
た) ÷

（
１
け
た)

の
計
算 

５ ３位数÷ １位
数で、答えが３
位数になる筆算
ができる。 

 
 

１．問題を理解する。 
 ６３９÷ ４の筆算のしかたを考えよう。 

   ・前時との違いを明らかにする。 
２．課題をつかむ。 

その位でわりきれないときの筆算のしかたを考え
よう。 

３．自分の考えをもつ。 
・６００と３０と９に分けて考える。 

   ・筆算の書き方を確かめる。 
４．考えを交流する。 
５．まとめる。 

位ごとに分けて考えれば、それぞれの位を割っ
ていけばよい。 

６．確かめる。★【Ｐ．１１６】の計算練習問題を与える。 
   （じっくり）    
・硬貨の模型を使って、
分け方を考える。 

（どんどん） 
・４位数や５位数の問題
を行う。 

 
７．振り返る。 

＜関心・意欲・態度＞ 
  既習内容をもとに
除法の答えを見つ
けようとする。 

 
 
 ＜技能＞ 
３位数÷ １位数

の わり算の筆算を行
 ことができる。  



 
小単元 時 本時のねらい 主 な 学 習 活 動 評 価 規 準 

１．問題を理解する。 

917÷ ３の筆算のしかたを考えましょう。 
   ・答えがどれくらすになりそうか予想する 
２．課題をつかむ。 
 
 
 
 

 

６ 
本

時 

商が３位数で
空位のある場合
の筆算のしかた
を、既習をもとに
考え、計算するこ
とができる。 

 
 
 
  ３．考えをもつ 

４．考えをまとめ 
  る 
５．考えを交流 
する 
６．確認問題を 
する 
７．まとめる 
８．振り返る 

３．予想する 

４．考えをもつ 

５．考えを交流す 

 る 

６．確認問題を 

  する 
７．まとめる 
８．振り返る 

３．一斉に問題を 

する 

４．空位０の途中

計算を除く 

５．確かめる 

６．確認問題を 

 する 
７ まとめる 
８ 振り返る 

＜数学的な考え方＞ 
商に０がたつた
場合、簡単に書け
ばよいと考える。 

 
 
 ＜技能＞ 
空位のある筆算
の計算をすること
ができる。 

（
３
け
た) ÷

（
１
け
た)

の
計
算 

７ 
商が２位数に
なる場合の筆算
の方法が分かり、
筆算で計算する
ことができる。 

 
 
 
 
  

１．問題を理解する。 
３４７÷ ５の筆算のしかたを考えよう。 

   ・これまでの筆算との違いを見つける。  
  ・筆算で，百の位に商が立たないぞ。 
２．課題をつかむ。 
百の位に商がたたない時の計算のしかたを考えよう。 

３．自分の考えをもつ。 
   ・筆算の手順について確かめる。 
   ・初めの位で割れないときの計算の仕方を確かめる。 
４．考えを交流する。  
５．問題２を提示する。  

①５７６÷ ４    ②５７６÷ ６ 
６．まとめる。 

百の位に商がたたない時は，十の位に商をたて
てわりすすめればよい。 

７．確かめる。★【Ｐ．１１６】の計算練習問題を与える。 
   （じっくり）    
・筆算の手順を確かめな
がら類題に取り組む。 

（どんどん） 
・計算原理を理解して、
類題に取り組む。 

８．振り返る。 

＜数学的な考え方＞ 
既習の方法を適用
すればよいと考え
る。 

 
＜技能＞ 
百の位に商がたた
ない時の計算の仕
方が分かる。 

 
８ 

被除数が 4 位
数に拡張されて
も,筆算の計算原
理がわかり，筆算
を行うことがで
き 
る。 
 
 
 
 
 
 

１．問題を理解する。 
２５３８÷ ３の筆算のしかたを考えよう。 

 ・今までの学習との違いを考える。 
２．課題をつかむ。 
（４けた）÷ （１けた）の筆算のしかたを考えよう。 

３．自分の考えをもつ。 
 ・３桁÷ 1桁の計算の仕方を確認する。 
４．考えを交流する。 
５．問題２を提示する。  

①３３７５÷ ５     ②７６０２÷ ３ 

６．まとめる。  
（４けた）÷ （１けた）の筆算も３けた÷ １けた
のように，大きな位からわり進んでいけばよい。 

７．確かめる。★【Ｐ．１１６】の計算練習問題を与える。 
   （じっくり）    
・類題に取り組む。     
８．振り返る。 

（どんどん） 
・類題に取り組む 
・外国の筆算の仕方を知る。 

 

 
＜数学的な考え方＞ 
3 位数までの除法
の筆算の仕方か
ら，4位数÷ 1位数
の筆算の仕方を考
える。 

 
＜技能＞ 
既習の計算をもと
にして，4 位数÷ 1
位数の計算を，筆
算でできる。 

 

917÷ 3 のようなわり算の筆算
を考えよう。 

十の位に商がたた

ないときの筆算の

しかた考えよう 



 
何
倍
か
を
も
と
め
る
わ
り
算 

９ ある数がもと
にする大きさの
何倍かを求める
とき、除法が用い
られることを理
解することがで
きる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

１．問題を理解する。 
青いテ－プが２４ｍ、赤いテ－プが８ｍありま
す。青いテ－プの長さは赤いテ－プの何倍で
しょう。 

    ・問題の意味を理解し、式に表す。 
２．課題をつかむ。 

テ－プ図にあらわして、何倍かもとめよう。 
３．自分の考えをもつ。 
   ・テ－プ図の表し方を確認し、テ－プ図をかいてみる。 
   ・計算で答えを求め、テ－プ図はどのことか確認する。 
   ・１つ分は１倍であることを確かめる。 
４．考えを交流する。 
５．問題２を提示する。  

親リスの体重は１２６ｇです。子リスの体重は
９ｇです。  
（１）親リスの体重は，子リスの体重の何倍で

しょう。  
（２）子リスの体重を１とみたとき，親リスの

体重はいくつにあたるでしょう。  
６．まとめる。 

ある数がもとにする数の何倍かであるかをも
とめるには、わり算を使うとよい。 

７．確かめる。 
   （じっくり）  
   ・テ－プ図にかい 
     て確かめる。 
   ・類題に取り組む。 

（どんどん） 
・類題に取り組む。 

８．振り返る。 

 
 ＜数学的な考え方＞ 
乗法と倍の関係か
ら類推して，何倍か
を求める時には，除
法を用いればよい
ことに気づく。 

 
＜技能＞ 
十の位では割り切
れないが一の位ま
で計算し、割り切る
計算ができる。 

１
つ
分
を
も
と
め
る
わ
り
算 
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１つ分の大き
さを求めるとき
も、除法が用いら
れることに気付
き、計算すること
ができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．問題を理解する。 
 青いテ－プの長さは２４ｍで、黄色いテ－プの長さの４
倍だそうです。黄色いテ－プの長さは、何ｍでしょう。 

   ・問題の意味を理解し、式に表す。 
   ・前時との違いを明らかにする。 
２．課題をつかむ。 

もとになる量を求める式のたてかたを考えよう。 
３．自分の考えをもつ。 
   ・テ－プ図の表し方を確認し、テ－プ図をかいてみる。 
   ・計算で答えを求め、テ－プ図ではどのことか確認する。 
４．考えを交流する。  
５．問題２を提示する。   

 ６．まとめる。 
全体と何倍かが分かっているとき、１になる量をもと
めるには、わり算を使うともとめることができる。 

７．確かめる。 
   （じっくり）    
・類題に取り組む。 
・テ－プ図をかいて確かめ
る。 

（どんどん） 
・類題に取り組む 
・計算で求めて、テ－プ図
で確認する。 

８．振り返る。 

 ショートケーキのねだんは２５８円で，クッキーの
ねだんの６倍です。  
クッキーのねだんはいくらでしょう。 

 
 ＜数学的な考え方＞ 
何倍かを求める
ときには、除法が用
いられることが分
かる。 

 
 
 ＜技能＞ 
  問題場面を数直線
に表すことができ
る。 

練
習 
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練習問題を通
して，習熟を図
り，事後評価を行
う。 

・練習問題に取り組む。 
・評価問題に取り組み，単元を振り返る。 

 

 
 



６ 本時のねらい 
商が３位数で空位のある場合の筆算のしかたを、既習をもとに考え、計算することができる。（６/１１） 

７ 本時の展開 
過程 ね  ら  い 学  習  活  動 指 導 ・ 援 助 

 
つ 
 
か 
 
む 

問題文を読み，本時
の学習課題をつかむ
ことができる。 

 
本時の課題をつか
み，解決の見通しをも
つことができる。 

１．問題を理解する。 
９１７÷ ３の筆算のしかたを考えましょう。 
・答えがいくつぐらいになるか予想する。 
２．課題をつかむ。 
 
 
 
 

＜じっくりじっくり＞ 
１ 前時の復習をする。 
９３７÷ ３の筆算をしましょう 
２ 本時の問題を理解する 
 
 
 

＜ゆっくりどんどん＞ 
・前時までの問題との違いに気付き，およその商を予
想する 
＜じっくり＞ 
・前時までの問題との違いに気付く 
＜じっくりじっくり＞ 
・復習することで，筆算のやり方を確認し，前時と本
時との問題の違いに気付く 
・筆算がしやすいようにプリントを用意する。 

考 
え 
を 
も 
つ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 深 
め 
る 

見通しをもって計
算の仕方を考えるこ
とができたり，計算が
正しくできる。 

 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
問題で本時の

学習を深める 

＜ゆっくりどんどん＞ 
３．自分の考えをもつ 

  ・ノートに自分の考えた
方法で計算をする。 
＜支援＞ 
・机間指導で，計算が進
められない児童へ既習
学習を想起させ、計算
の進め方を考えさせ
る。空位になる数字の
ヒントを与える。 

４．考えをまとめる。 
 
５．考えを交流する。 
６．  問題に取り組む。 
   
 「７８３÷ ６」 

＜じっくり＞ 
３．一斉に筆算の計算

を途中までする 
４．空位の所をどうす

るか考える 
・考えたことをノート

や学習プリントを使

って筆算を行う 
５．考えを交流する 
 
６．  問題に取り組

む。 
 「７８３÷ ６」 

３課題をつかむ 
 
 
 
４．一斉に筆算の計算をする 
・筆算の仕方を確かめながら進める。 
５．空位が０の計算途中で０をかく場

合と書かない場合を提示し比べる。 
６．筆算をプリントに書き，もう一度

計算しながら確かめる。 
７．  問題を一斉指導で取り組む。 

  「７８３÷ ６」 

＜ゆっくりどんどん＞ 
・空位は０をたてて計算すればよいことに気付く。 
・途中の計算を省略してもよいことが理解できる。 
＜じっくり＞ 
・空位は０をたてて計算することが理解できる。 
・途中の計算を省略してもよいことが理解できる。 
＜じっくりじっくり＞ 
・空位は０をたてて計算することを指導する。 
・途中の計算を省略していくよさを指導する。 

・九九が充分定着していない児童には九九カードを利

用する。 
・問題と課題と式，筆算がかけるプリントを用意する。 
＜ゆっくりどんどん＞・本時の学習を生かして一の位
に０をたてることができる。 
＜じっくり＞・本時の学習を生かして一の位に０をた
てることができるように机間指導する 
＜じっくりじっくり＞・全員で筆算の仕方を確認し， 
一の位に０をたてることが理解できる。 

 
 
確 
か 
に 
す 
る 

 
 
計算技能の定着を
図る 

 
 
 
 

    で本時の学習の確かめをする。 

自己評価を行う 

７．６３９÷ ６  
４１８÷ ２ 
６２９÷ ３  
５２２÷ ４ 
９１５÷ ７ 

７． ６３９÷ ６  
４１８÷ ２ 
５２２÷ ４ 

８． ６３９÷ ６ 
５２２÷ ４ 

 

＜ゆっくりどんどん＞・・     が全部解くこ 
とができる。答え合わせは，各自で行えるように
答えを準備する。 
＜じっくり＞・・     （１）（４）ができてか
ら次の問題へ進むようにする。答え合わせは，各自
で行えるように答えを準備する。 
＜じっくりじっくり＞・    （１）（４）を一斉
指導で計算する。 

＜技能＞ 
空位のある筆算の計算をすることができる。 
自己評価を見届ける。 

 

十の位に商がたたないときの筆算のしか

たを考えよう。 ９１７÷ ３の筆算のしかたを考

えましょう。 

十の位に商がたたないときの

筆算のしかたを考えよう。 

＜まとめ＞ 
十の位に商がたたない場合は，０をたてて次の位のわり算へ進んでいくとよい。 


